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 目　　的 

高齢化社会において，高齢者の健康維持のために転倒予
防等の社会的対応の必要性が認識され，運動器の機能維持
が重要となっている．近年，大腰筋はスポーツ動作や転倒
予防において，その体幹支持機能が注目されている．そこ
で今回，高齢者における大腰筋の体幹支持機能を明確にす
るために，大腰筋の筋量と重心動揺との関連及び大腿部の
筋量との関係について，性別に検討したので報告する．

 対　　象 

60才以上の健康な高齢者72名144肢（平均年齢66. 3±
4. 5歳）を対象とし，事前に十分な説明で同意を得て調査

を行った．性別の内訳は，女性29名，男性43名で，身体
的特徴を表１に示す．

表１．対象者の身体的特徴

図１．画像処理
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高齢者における大腰筋の筋量と重心動揺の関係
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 方　　法 

アニマ社製の重心動揺計（ツイングラビコーダー G－
6100）で，左右の片脚立位を30秒間測定した．また腹部
から下肢全長のMRIを撮像して，３次元モデル化解析ソ
フト（LEXI社製：ZED VIEW）で，大腰筋・大腿四頭筋・
ハムストリングスの筋量を測定した．
画像処理は，各筋とも輪郭が明確な部分までの横断面積
の総和を計測し，スライス間隔の３㎝を掛けて筋肉体積を
算出した．さらに算出した筋肉体積に筋の密度（1. 041kg/
L）を掛けて重量として求めた１）（図１）．
そして，性別に各筋の筋量を中央値で大小２群に分け，
重心動揺（総軌跡長及び外周面積）との関連を検討した．
統計的処理は，対応のない t検定を用い有意水準は５％
未満とした．

 結　　果 

１．各筋の男女別筋量
大腰筋の中央値は女性0. 076kg，男性0. 14kg，大腿四
頭筋の中央値は女性1. 019kg，男性1. 413kg，ハムストリ
ングスの中央値は女性0. 401kg，男性0. 579kgで，すべて
の筋において性差を認め，男性の筋量が有意に多い結果で
あった（図２）．
２．大腰筋の筋量と重心動揺との関連
総軌跡長では，男女とも有意差を認めなかった．外周面
積では，女性において差を認め，筋量大3. 5±1. 5㎝ 2，筋
量小10. 7±17. 0㎝ 2で筋量大が有意に小さい結果であっ
た（図３）．
３．大腰筋の筋量と大腿部の筋量との関係
大腿四頭筋では，男性のみ大腰筋の大小に差を認め，大
腰筋の筋量大が有意に多い結果であったが，女性は大腰筋
の大小に有意差を認めなかった．ハムストリングスでは男
女とも大腰筋の大小に差を認め，大腰筋の筋量大が有意に
多い結果であった（図４）．
４．大腿部の筋量と重心動揺との関連
大腿四頭筋は，男女とも総軌跡長では筋量の大小に有意
差を認めなかった．外周面積では男性のみ差を認め，筋量
大が有意に小さい結果であった．ハムストリングスは，性
別に関係なく総軌跡長及び外周面積とも筋量の大小に有意
差を認めなかった（図５）．

 考　　察 

大腰筋の機能には，歩行時の歩幅の拡大や腰椎前彎を維
持する脊柱の安定化が挙げられ，バランス能力・歩行能力
と密接に関係するとされている２）．井上ら３）は，平衡機能
低下に関与する筋群として，男性は大腿四頭筋，女性は腸
腰筋を挙げている．今回それと同様の結果が得られたと考
える．また坂光ら４）は，円背姿勢が強いほどバランス能力・

図２．男女別筋量

図３．大腰筋の筋量と重心動揺

図４．大腰筋と大腿部の筋量

図５．大腿部の筋量と重心動揺
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歩行能力が低下するとし，Milneら５）は円背姿勢の割合は
女性が高いとしている．片脚立位能力に影響する因子とし
て，下肢筋力，足底感覚，足趾把持能力などが考えられる
が，今回の結果で，女性のみ大腰筋との関連を認めたこと
は，女性では円背姿勢との関連や男性に比較して下肢筋量
が少ないことから，体幹支持機能である大腰筋の影響が大
きくなると考えられた．

ま と め

１． 高齢者の大腰筋とバランス能力の検討のため，大腰筋
の筋量を大小２群に分け，片脚立位重心動揺測定値を
男女別に比較した．

２． 大腰筋は女性のみ重心動揺との関連を認め，女性では
体幹機能に影響し，バランスの取り方に性差があるこ
とが示された．

３． 高齢者のバランス訓練では，このような性差の考慮が
必要と示唆された．
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